
 

令和４年度 学校自己評価システムシート （ さいたま市立大谷口中学校 ）     学校番号 ２１４                            【様式】 
目 指 す 学 校 像 ・生徒のよさや可能性を伸ばせる学校 ・教職員が組織的に教育活動を進める学校 ・生徒、保護者、地域が誇れる学校        

          

重 点 目 標 

一人ひとり多様な幸せ（Well-being）を大切にする中学校 
１ 基礎学力向上を図る指導法の工夫・改善と大谷口中学校STEAMS教育を通して主体的・対話的で深い学びの充実 

２ 安心・安全な学校に向けた生徒指導・教育相談と満足感のある学校行事の工夫 

３ 学校運営協議会の始動ステージとしての成長、方策の共有と行動 

４ ICT を積極的に活用した実践により、学校に集う誰もが居心地のよい学校の推進 

※重点目標は４つ以上の設定も可。重点目標に対応した評価項目は複数設定可。 

※番号欄は重点目標の番号と対応させる。評価項目に対応した「具体的方策、 

方策の評価指標」を設定 

 

  

 

 

 
     

           学 校 自 己 評 価  学校運営協議会による評価 

年 度 目 標 年 度 評 価  実施日令和５年２月９日 

番号 現状と課題 評価項目 具体的方策 方策の評価指標 評価項目の達成状況 達成度 次年度への課題と改善策  学校運営協議会からの意見・要望・評価等 

1 

〈現状〉 

○全国学力・学習状況調査では、国語、数学ともに全国

と比較すると平均正答率はやや良い結果である。市の

学習状況調査では、国語、数学ともに市平均と比べ平

均より低い結果である。 

○全国学力・学習状況調査において、質問項目の「国語

の勉強が好きだ」と肯定的な回答をした生徒の割合

は、市平均と比べ高く、数学はやや低い。 

○日頃の学習の様子から、調べたことを整理してまと

め、プレゼンテーションしたりすることに意欲的に取

り組む生徒が多い。 

〈課題〉 

○全国学力・学習状況調査の結果分析から、国語（評価

観点）の「伝統的な言語文化と国語の特質に関する事

項」及び数学（評価観点）の「数量や図形などについ

ての知識・理解」に課題が残る。「国語への関心・意

欲・態度」「数学的な技能」の設問では、二極化傾向

が見られる。 

○生徒が各教科を学習することの意義を理解した家庭学

習の定着が課題である。 

・基礎学力向上を

図る指導法の工

夫による授業改

善 

 

①各教科について、スタディサプリなどの学

習への取組状況を基に学習相談を実施し生

徒が自信をもって学習できるようにする。

併せて家庭学習の定着を図る。 

②市教育委員会委嘱（R4.5）を受け一人ひと

り多様な幸せを実感できるよう計画的な校

内研修を年 6 回開催する。 

③全国及び市の学習状況調査の最新の結果を

基に、漢字、文法など言語活動に関する状

況を分析するとともに、校内研修を充実さ

せ、より効果的な手立てを設定し、学校全

体で言語活動の向上を図る。 

④国数理社 GS の五教科を中心にスタディサプ

リ等を活用し基礎定着を図るため校内チャ

レンジカップ（年 6 回)を実施する。 

①国語、数学について、全生徒に対して学期

に１回以上、学習への取組状況を基に学習

相談を個別に行うことができたか。 

②生徒が自己採点の結果をもとに、自らの学

習状況をつかみ、目標を立て、達成に向け

て行動できるようになったか。 

③調査結果の分析結果や校内研修を踏まえ、

授業改善の視点、手立てを学年ごとに設定

することができたか。また、言語活動に関

する問題について、正答率を８０％以上と

することができたか。 

④学校自己評価に係る生徒アンケートにおい

て、「自分たちに学力をつけるよう努力し

ている」と回答する生徒の割合８０％以上

となったか。 

・スタディサプリの活用について、研修主任を中心

に実施したが、運用に課題がある。学校の実態に

合わせて運用を工夫していく必要がある。 

・二者、三者面談を学期に 1 回以上実施し、進路も

含め、学習のアドバイスを行った。 

・校内研修は回数も含め、達成できた。 

・全国学力学習状況調査の国語科、「伝統的な言語

文化と国語の特質に関する事項」及び数学科の

「数と式」「図形」「関数」において依然として

課題が見られる。 

・「先生は学力をつけるために努力してくれる」の

項目は 97％が肯定的に回答している。チャレンジ

カップにおける成績優秀者の発表などで生徒の学

習意欲の向上を図ることで、家庭学習の定着につ

なげた。 

B 

・スタディサプリは弾力的に活用することが

課題となっている。 

・チャレンジカップの実施により、成績優秀

者は継続した学習意欲の向上が見られる

が、苦手な生徒に対する手立ての工夫改善

が必要と考えられる。現在、定期テスト前

に行っている質問会等は引き続き充実を図

っていく。 

 

・コロナ禍が 3年目となり、様々な

影響を心配していたが、学校は安

全と学習、行事等の両立に向け努

力していた。これは校長のリーダ

ーシップを発揮した組織的な取組

が機能していると考えられる。 

・家庭学習の充実は課題ではある

が、過去を振り返ってみても同様

の課題はあった。新しい手立てが

必要である。 

・公開授業を増やし、学校の取組を

もって知ってもらえるとよいので

はないか。 

・STEAMS 教育など、他校種の先生が

関わることは、子どもたちの進路

を決定していく過程にとってもよ

いきっかけになるのではないか。

このような外部とのかかわりは積

極的に取り入れていくことが肝要

である。 

・主体的に学習し探究的な学習の機

会を意図的に設けることができて

いる。 

・実社会とつなが

る大谷口中学校

STEAMS の充実  

①「大谷口中 STEAMS 」で、数学・技術を核

とし、STEAMS、SDGs を関連付けた、探究的

な学びを行う単元を創り出し、実施する。 

②校種（大学・高校）を越えた教員と生徒が

共に学び、試行錯誤しながら、現代的な課

題の解決を目指す STEAMS を展開する。 

①学校自己評価に係る生徒アンケートにおい

て、「先生はわかりやすい授業をしてくれ

る」と回答する生徒の割合８０％以上とな

ったか。 

②STEAMS 実施後の生徒アンケートにおいて、

「実社会につながる課題に関心が高まっ

た」と回答する生徒の割合が８０％以上と

なったか。 

・「先生はわかりやすい授業をしてくれる」の項目

において 96％が肯定的に回答している。ただし保

護者は同様の質問に対し 71％と生徒よりは下がる

ので、よい実践について積極的なアピールが必要

である。 

・日本工業大学、大宮工業、川口北高校と連携し、

探究的な学習をすることで自ら学ぶ生徒の姿が見

られた。生徒アンケートでは 95％が肯定的に回答

した。 

A 

・授業公開の場では、教員の ICT 活用能力を

見てもらえるようにし、新しい学びの方法

を保護者にも理解してもらえるように努め

る。 

・今後も継続して取り組むことで生徒の意欲

と探究心を育みたい。また継続できる内容

を精選し連携して取り組む。 
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〈現状〉 

〇全国学力・学習状況調査において、「学校に行くのが

楽しい」の質問に肯定的な回答をした生徒の割合は、

全国、市平均を上回った。 

○本校独自のステップアップルームの運営を通して、生

徒の自己存在感を高めている。 

〈課題〉 

〇コロナ禍によるストレスや不透明感、生活の変化が生

徒の心身に与える影響が大きいことから、今後も、生

徒一人ひとりの状況を的確に把握し、適切なタイミン

グで組織的に支援・相談していく体制、仕組みづくり

が課題である。 

・生徒一人ひとり

への細やかな教

育支援・相談に

向けた校内体制

の充実 

①情報端末を活用して生徒向けアンケートや

面談等の記録を蓄積し、生徒一人ひとりの

状況を継続的に把握できるようにする。 

②教育支援・相談に係る校内委員会でＩＣＴ

を活用することで、蓄積した情報を基に生

徒の状況を細やかに把握、分析し、適切な

タイミングで組織的に支援、相談を行う。 

①学校自己評価に係る教員アンケートにおい

て、関連する項目の肯定的な回答の割合が

９０％以上となったか。 

②学校自己評価に係る生徒アンケート、保護

者アンケートにおいて、関連する項目の肯

定的な回答の割合が９０％以上となった

か。 

・「一人ひとりに目を向けた学級経営がなされていたか」の

項目は 97％が肯定的であった。担任はクラスの様子をしっ

かりと見極め、担任一人で抱えることなく学年で対応する

ことができていた。 

・保護者は「お子さんの心配ごとや悩みに親身に応じてい

る」の項目が 74％であった。しかし 16％は「わからない」

と回答していることから、学校の様子が見える工夫が必要

である。 

 

 

 

B 

・生徒指導、教育相談を充実させ、迅速かつ

正確な情報共有を行い、初期対応を重視し

ていく。 

・情報については、毎週蓄積していき、教員

が確認し指導に生かせるようにしていく。

今後も情報管理に十分に気を付けながら、

活用を図っていく。 

 

・生徒のエネルギーを発揮できる場

の設定と学校行事等の充実を目指

し、生徒に成功体験を味わわせ、

自信をつけさせるよう努めている

様子が伺える。 

・教員間の連携から、しっかりと対

応ができており、学校が落ち着い

た雰囲気になっている。 

・様々な場で生徒を認め、褒めて伸

ばす機会を充実させている。 

・いじめ撲滅に向けて、教職員が

「いじめはいつでも起こりうる」

と共通の認識をもち、いじめの早

期発見・早期解決・再発防止の指

導体制を整えている。 

・安全な生活の実

現に主体的に取

り組む生徒の育

成に向けた学校

行事の充実 

①情報端末を活用し、校内におけるケガの発

生場所、件数、原因などを分析し、結果を

共有できるようにする。 

②課題の解決策について生徒会を中心に議論

する「学校行事フォーラム（仮称）」を教

員と各委員会の協働で開催する。その中で

安全な生活の実現に向けた目標を生徒自ら

設定する。 

①学校評価に係る生徒アンケートに「先生は

安心・安全な学校づくり努力している」

「いじめや差別のない学校にしている」と

回答する生徒の割合が８０％以上となった

か。 

②「学校行事フォーラム」を開催し、生徒が

安全な生活の実現に向けて目標を設定し、

学校行事の満足度が９０%以上となったか。 

・生徒のアンケート結果は、ともに 94％と肯定的な

回答となっている。教員が生徒のために努力して

いることについて評価されている。 

・学校行事フォーラムは実施できなかったが、「学

校行事や学年行事は楽しく充実している」の項目

は 96％が肯定的に回答している。 

 

 

 

B 

・生徒はコロナ禍でありながらも工夫して取

り組むことができた行事が増えてきたこと

に満足している。しかし、保護者には、直

接見ることができる機会も少なく、情報発

信の工夫が必要となっている。 
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〈現状〉 

〇昨年度、本校学校運営協議会準備会を立ち上げ、目指

す生徒の姿について熟議を積み重ね、自ら課題を見出

し、協働して解決していく生徒を地域全体で育ててい

くことを共有した。 

〈課題〉 

〇学校を核とした学校運営協議会の始動ステージを展開

し、目指す生徒の姿を、家庭、地域などと共有できる

ようにする。また、生徒に育てたい力についてさらに

熟議し、その実現に向けた方策を定め、継続的な成長

に向けた一歩を踏み出す。 

・目指す生徒の姿

を地域全体で共

有するためのＩ

ＣＴ活用、教育

活動公開 

①本校ＨＰ内に、新たに学校運営協議会の情

報を発信するページを作成し、目指す生徒

の姿等を広く、家庭、地域と共有できるよ

うにする。 

②学校行事等について、学校に関わる人々が

オンラインで参観できるようにし、学校の

教育活動や生徒の成長に対する関心を高め

る。 

①学校自己評価に係るアンケートで、「目指

す生徒の姿を共有できた。」と回答する割

合が８０％以上となったか。 

②学校自己評価に係るアンケートで、「生徒

の成長に対する関心が高まった」と回答す

る割合が８０％以上となったか。 

・保護者の「より良い学校づくりのために協力活動したり、

学校への関心が高まっている」の項目は肯定的な回答が

59％である。やはり授業公開など、直接生徒の活動を見る

ことができないことが大きな原因と考えられる。 

・保護者アンケートでは「お子さんは学校が楽しいと感じて

いる」の項目では 89％が肯定的に回答していることから

も、生徒の姿を通した学校への満足感は高いことがうかが

える。 

B 

・保護者が満足いくように学校の様子を配信

していくための工夫が必要である。現在は

学校だよりや学年通信等で、情報を発信し

ている。 

・感染症の拡大状況を鑑みながらではある

が、諸行事は保護者公開を前提に進めてい

く。 

 

・学校での取り組みや子供たちの頑

張りを伝えるために、学校 HP の
活用など、保護者、地域への発信

をさらに積極的におこなうことが

必要である。 
・家庭での望ましい生活習慣・学習

習慣の形成を促すために、教育研

究所等から発信されるデータや情

報などを活用し、家庭学習の習慣

化を図る工夫が必要である。 
・基礎学力の不足している生徒が見

られるため、「できた」「わかっ

た」など学ぶ楽しさを体得できる

よう、タブレット端末などを活用

した指導の工夫を引き続き努めて

もらいたい。 

・生徒の自律につ

ながる継続的な

取 組 に 向 け た

「大谷口中学校

運営協議会」の

展開 

①学校自己評価に係るアンケートを２学期末

に実施するとともに、学習状況調査の結果

分析等の客観的データを用い、コミュニテ

ィ・スクールへ始動ステージとして成長を

図る。 

②策定したプランに基づき、具体的な方策を

定め、学校と校種を越えた高校や大学等が

協働した取組をする。 

①学校自己評価に係るアンケートで「コミュ

ニティ・スクールの取組により、生徒に自

尊意識が育っている」等、生徒の自律につ

いて肯定的な回答をする割合が高まってい

ったか。 

②学校自己評価に係るアンケートで、「学

校、家庭、地域が協働し、生徒の自律につ

ながる取組が行われている」と回答する割

合が８０％以上となったか。 

・生徒の「家庭で進んで予習や復習をしている」の

項目 66％、「よりよい学校づくりのために取り組

んでいる」の項目 79％となっている。生徒の自律

についてはまだまだ課題があると考えられる。 

・職員の「学校経営方針を生かした教育活動が実践

できたか」「家庭との連携がうまくいっている」

の項目では肯定的な回答は 100％となっている。 

B 

・家庭学習においては、生徒の評価とは反対

に保護者の評価は低いものとなっているの

で、習慣化するための手立てを講じる必要

がある。 

・生徒と保護者の評価の差異があることが課

題である。教員の生徒への声掛けや指導法

については今後も研究を深めていく。 
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〈現状〉 

○新たな学びのスタイルの中心となる、情報端末をはじ

めとしたＩＣＴの活用方法について、エバンジェリス

トが中心となり研修を重ねてきた。 

○各教科ではＩＣＴの活用によってより深い教材研究を

行うことができている。 

〈課題〉 

○ＩＣＴの活用について、教員間で取組の差が見られ

る。誰もが学び続けることができる職場環境づくりが

求められる。 

○教科内で共有した教材により、よい授業を展開し実践

することが課題である。 

・ICT を積極的に

活用した実践に

より学校に集う

誰もが居心地の

よい学校をつく

る 

①年間を通して、ＩＣＴの活用方法につい

て、全ての教員が学ぶ校内研修を実施す

る。 

②一人ひとりの教員が年間を通して取り組む

授業改善の目標を設定し、目標達成に向け

た授業を１回以上公開する校内研修を実施

する。 

①全ての教員が「主体的・対話的で深い学

び」の実現を目指し、日常的にＩＣＴを活

用する状況になったか。 

②全ての教員が、自らの目標に向けて授業改

善策に取り組み、結果として８０％以上の

教員が目標達成を実感することができた

か。 

・道徳の研究発表に向け、パワーポイントの共同編

集を授業に取り入れるなど、ICT を基盤とした授業

ができるようになってきている。 

・道徳週間を設け、全員が公開授業を行い、互いに

助言し合うことで資質の向上を図った。教員アン

ケートにおける各教科の目標達成率は 100％だっ

た。 B 

・道徳を中心に ICT 活用の共有化を図ってき

たが、今後はそれぞれの教科での活用を促

していく。そのため、教科ごとに研修する

時間を設け、ICT 活用の有効性を高めてい

く。 

・教員の各教科の目標達成率については肯定

的な回答は 100％であったが、「概ね良

好」の割合が高いので、自信をもって「良

好」と回答できるよう、ICT の活用も踏ま

えた授業改善を充実させていく。 

 

・新しい学びの様子が伺え、ICT の

活用が進んでいる状況が理解でき

た。 

・タブレット端末の活用や指導方法 

の工夫を図り、全生徒にわかる喜

びを味わわせるなど自己肯定感の

育成に努めている。 

・活用方法について生徒自ら考え実

践、発表するような取組があって

もよいのではないか。 



 


